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surgery
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次世代育成に向けた「教育プログラム」と「手術技術の評価」は表裏一体であり、今後の次世代育成に欠かせな
い軸となるものである。今回、「手術技術の評価」への U-40からの提案として、以下の３つを提案させていただ
く。 
 1. 3Dモデルを用いたドライラボ対面指導と合わせた技術評価 
 2. 手術動画による評価 
 3. on site visitによる実際の手術による評価 
今回の提案はあくまで叩き台としての提案であり、今後どのような教育プログラム・技術評価を構築していくか
は、日本小児循環器学会全体で議論されるべき内容である。 U-40世代としては、自分たちの技術向上の方法・教
育指針が明らかになり、自らでもどのような修練をしていくべきかがわかりやすいプログラムであることが望ま
れる。プログラムに則った修練の後、必要になるのは段階的な技術評価であるため、そのために上記３つを提案
する。 COVID-19対応をしつつ、これからの小児心臓外科医が修練しやすい土壌はどのように作られるべき
か、それぞれの評価方法の利点・欠点はシンポジウム当日に発表させていただく。


